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          ＜連絡先＞ 

担 当 部 署 名：地域共創部 産業振興課 

所 在 地：四街道市鹿渡無番地 

電 話 番 号：０４３－４２１－６１３３ 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号：０４３－４２４－２０１３ 

メールアドレス：ysangyo@city.yotsukaido.lg.jp 

 

 

 



１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 
 ハクビシン、アライグマ、タヌキ、ウサギ、

イノシシ、カラス等鳥類 

計画期間   令和７年度～令和９年度 

対象地域  四街道市 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和５年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品 目 被害数値 

ハクビシン 野菜、果樹 － 千円  － ha 

アライグマ 野菜 826 千円 0.07 ha 

タヌキ 豆類 96 千円 0.59 ha 

ウサギ － － 千円  － ha 

イノシシ － － 千円  － ha 

カラス等鳥類 
稲、麦類、豆類、野

菜、飼料作物 
1,259 千円 2.34 ha 

 

（２）被害の傾向 

○ハクビシン 

  現時点において、明確な被害額等の報告はないが、年間を通して畑に

出没し、特にトウモロコシや梨等に一部食害が見られる。出没区域は市

内全域に及び、近年では住宅地においても目撃されている。個体数は増

加傾向にあると見込まれ、今後被害の増加が予想される。 

○アライグマ 

  年間を通して市内全域で畑作物を中心に被害が発生している。トウモ

ロコシや落花生等に食害が見られ、今後被害の増大が予想される。 

○タヌキ 

  年間を通して畑作物全般に被害が及び、被害区域は市内全域に及ぶ。 

○ウサギ 

  現時点において、明確な被害額等の報告はないが、今後被害の増大が

予想される。 

○イノシシ 

  近年、イノシシによるものと見られる活動痕跡等はないものの、近隣

市において、イノシシが多数捕獲されていることから、今後、当市への侵

入及び被害の発生が予想される。 

○カラス等鳥類 

  カラス、ドバト、スズメ、キジ等の鳥類については、果樹類、落花生、

野菜類、水稲、麦類が被害を受けており、被害区域は市内全域に及ぶ。 



 

（３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和５年度） 目標値（令和９年度） 

ハクビシン － 千円  － ha － 千円  － ha 

アライグマ 826 千円 0.07 ha 660 千円 0.05 ha 

タヌキ 96 千円 0.59 ha 76 千円 0.47 ha 

ウサギ － 千円  － ha － 千円  － ha 

イノシシ － 千円  － ha － 千円  － ha 

カラス等鳥類 1,259 千円 2.34 ha 1,007 千円 1.87 ha 

合計被害金額 2,181 千円 3.00 ha 1,743 千円 2.39 ha 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等

に関す

る取組 

 

 

 鳥類については地元猟友会

の協力により、猟銃使用による

捕獲を年 2回（6月・8月）実施

してきた。 

 アライグマ等小型獣につい

ては、箱わな（※）を被害農地

に設置した。 

※箱わなの整備状況 

（県から借用） 

Ｒ３年度 52基 

Ｒ４年度 49基 

Ｒ５年度 57基 

 

 

 

 捕獲従事者の高齢化が進んで

いることから、担い手の育成及び

確保が急務となっている。 

 また、イノシシの捕獲のため、

わな猟免許保有者の確保も急務

である。 

 

 

 

防護柵

の設置

等に関

する取

組 

 特になし。 

 

 

 特になし。 

 

 

生息環

境管理

その他

の取組 

 農作物の残置をしない旨や

耕作放棄地の草刈りについて

啓発し、生息環境管理の取組み

を推進する。 

 

 

 



（５）今後の取組方針 

 捕獲による対象鳥獣の個体数の削減を目指し、ハクビシン、アライグマ、

タヌキ、ウサギ、イノシシについては、市街地を除く全域で箱わなによる捕

獲を実施する。 

 また、農業者等に対し、狩猟免許取得を推進する。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

○小型獣類 

 市職員及び委託による箱わなを主体とした捕獲を行う。 

○イノシシ 

 猟友会による箱わなを主体とした捕獲を行う。（止め刺しのみ銃器使用） 

○鳥類 

 猟友会による銃器を使用した捕獲を年２回（６月・８月）行う。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和７年度 

～ 

令和９年度 

ハクビシン 

アライグマ 

タヌキ 

ウサギ 

イノシシ 

カラス等鳥類 

 地元猟友会及び農業委員との連携を密にし、

目撃情報や被害状況を把握し、箱わな等の設置

により効率的かつ効果的な捕獲を行う。 

 銃器による捕獲は対象鳥類の捕獲のみとし、

産業振興課職員並びに鳥獣保護管理員が随行

する。 

 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

 被害状況を把握し、被害の拡大・拡散防止のため積極的に捕獲を行う。特

にアライグマ等小型獣については、近年増加傾向にあるため、捕獲計画に

基づき捕獲を強化する。 

 イノシシについては、適切かつ効果的な捕獲を実施することにより、定

着化を防ぐ。 

 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

ハクビシン ４０頭 ４０頭 ４０頭 

アライグマ １００頭 １００頭 １００頭 

タヌキ ５０頭 ５０頭 ５０頭 



ウサギ １０頭 １０頭 １０頭 

イノシシ １０頭 １０頭 １０頭 

カラス等鳥類 １００羽 １００羽 １００羽 

 

 捕獲等の取組内容 

 出没報告の多い農地を中心に箱わなを重点的に設置することで、捕獲強

化を図る。箱わなによる捕獲は、通年実施する。 

 また、銃器による捕獲駆除については対象鳥類のみを対象とし、佐倉猟

友会や農協等関係機関と協議した上で、実施の判断をする。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

該当なし 
被害状況の推移を確認しつつ、許可権限移譲について検

討を進める。 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

     年度      年度      年度 

    

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

     年度      年度      年度 

    

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和７年度 

～ 

令和９年度 

ハクビシン 

アライグマ 

タヌキ 

ウサギ 

イノシシ 

カラス等鳥類 

 農家組合を通じ、市の箱わな設置について周

知を図るとともに、農作物の残置をしない旨や

耕作放棄地の草刈りについて啓発し、生息環境

管理の取組を推進する。 

 イノシシについては、出没が日常化していな

い段階で耕作放棄地の草刈りを含め対応策を

検討し、出没時に効果的な捕獲を実施してい

く。 
 



 

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

四街道市産業振興課 
・被害防止計画の策定 

・事務局 

四街道市環境政策課 
・連携協力 

・情報提供 

四街道市教育委員会学務課 
・連携協力 

・情報提供 

鳥獣保護管理員 
・鳥獣の保護管理に関する事項 

・捕獲時の従事者に対する指導 

佐倉猟友会 
・有害鳥獣捕獲 

・情報提供 

四街道警察署 
・情報提供 

・連絡体制強化 
 

（２）緊急時の連絡体制 

 緊急の事態が発生した場合には、各関係機関への周知徹底を速やかに行

い、情報の共有化を図る。 

※緊急時の連絡体制図については別紙参照 
 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 アライグマ等の捕獲鳥獣は、殺処分後クリーンセンターでの焼却処理を

原則とする。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品  

ペットフード  

皮革  

その他 

（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等で 

のと体給餌、学術 

研究等） 

 

 

 



（２）処理加工施設の取組 

 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称  

構成機関の名称 役割 

  
 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

千葉県野生鳥獣対策本部 情報提供 

千葉県印旛地域振興事務所 捕獲許可、捕獲に係る指導 

千葉県印旛農業事務所 情報提供 
 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

 今後の有害鳥獣による農作物等への被害状況に応じて、鳥獣被害対策実

施隊の設置を検討する。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 近隣市及び千葉県との連携を図るとともに、農業者の被害防止に対する

意識の向上を図る。また、関係機関と連携し安全対策に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

緊急時の連絡体制図 

別紙 

通報者 

（発見者、連絡責任者） 
病院 家族 

佐倉猟友会 

四街道消防署 

043-422-0119 

捕獲隊隊長 

・ 

猟友会会長 

四街道警察署 

043-432-0110 

現地立会人 

市職員・巡視員 

四街道市役所地域共創部 

産業振興課 

043-421-6133 

印旛地域振興事務所 

043-483-1447 

千葉県環境生活部自然保護課 

043-223-2936 

パ
ト
ロ
ー
ル
及
び 

通
報
に
よ
る
場
合 

 

千葉県 

猟友会 


